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10.Sep.2014 O.U.S. Faculty of Biosphere‐Geosphere Science News Letter No.03
岡山理科大学生物地球学科・生物地球システム学科ニュースレター H25.9.10発行 第 03号
平成２５年度新入生 120 名入学 2年次 1 名編入学
入学宣誓式が平成 25年 4月 3日に行なわれ、定員 100 名の生物地球学部生物地球学科は 120 名の入学を許可
しました。今年の新入生にはこれまでの生地（生物地球学科＆生物地球システム学科）にはなかった入試結果があり
ました。それは、私費留学生入試、社会人入試からの新入生を迎えたことです。さらに、生物地球学科 2 年に編入学
生 1名を迎えました。日本の大学は、日本の高校を卒業した直後に大学に進学するのが一般的ですが、外国の大学
の学生の年齢構成は結構バラバラで、人種性別も多様性に富むことが多いです。生地では、一生をかけて誰でも取り
組むことができる分野の研究をあつかっており、趣味として自然観察などの経験を積んできた人や関連する専門的な
仕事をしてきた人が大学の門をたたくというようなことがあれば、その経験を学生の教育や研究に生かすことができま
す。”学びたいときに、学びたいことを学べる学科”というのは今後の大学での教育や研究のあり方を考えるうえで重要
なこともしれません。
社会人入学生 A さんと編入学の B さんから本学科への入学の感想を頂いていますので以下に紹介します。
A さん： 私は、高校卒業後、一般企業に約 10 年勤務していました。しかし、日々働く中で、かねてから好きな天文へ
の夢を忘れる事が出来ず、天文学コースのある本学へ社会人入試での挑戦をすることに決めました。そして、無事入学さ
せて頂く事が出来、4月からはれて大学生生活をスタートすることとなりました。始まった大学生活の中での戸惑い、自
身の学力不足の焦りも多々ありました。ですが、様々な方のサポートもあり、学ぶことの楽しさ、探求できる喜びを感じ
ています。今の道を歩めていることに感謝してこれからも楽しみながら頑張りたいと思っています。
B さん： 何より自分のこのような選択（職を辞して編入学）を許してもらえたことに心から感謝しています。何であれ
一応大卒後安定した職に就けたことは確かです。「置かれたところで咲け」の言葉どおり仕事にやりがいを見出し、続け
てきました。でもほんとうは何がしたかったのかの問いはくすぶり続けました。クマがいる所、ハブがいる所に夜な夜な
カエルの追っかけをする自分がいました。その手の学会に行けば研究者らとそうでない自分とがいました。新聞を開けば
大学（文系）に入りなおしたお医者さんの記事、雑誌を開けば文系卒の二児のおかんが友達（元同僚・独身）の医学部入
学に触発され生物学科に編入学した話の連載、そして書店に行けばうず高く積まれた大学入試の赤本の山がありました。
いつする？今でしょ。トリガーが引かれました。もう曲がっていない、真っ直ぐな自分がいました。数か月後年齢的に不
審な受験生は、年齢的に不審な大学生になることができました。編入後ですか？それはもう生物地球学科はフィールドに
は出られるわ領域をまたいで学べるわで、お陰様で毎日がわくわくのたん Qくん状態です。数式はそれ自体は見えないけ
れども紙に書くと美しい、そういう美しいものを見つけに自分はここに来ているのかもしれないなと。その意味で純粋な、
手が付けられないほど純粋な大学生を 24H 営業でやっていきたいと思います。最近の座右の銘は「諦めなければ夢は叶う」
(M 浦 U 一郎)、「きっとうまくいく」(某ボ○ウッド映画)です。遠い自分はどんな形をしているのかな。
一般の入試で入ってきた皆さんも受験時の気持ちを忘れず頑張ってほしいと思います。
新入生対象・将来進学を志望するコースのアンケート調査結果
新入生オリエンテーション時に、将来勉強したい分野などについて本学科独自のアンケート調査を行ないました。そ
の結果、119 名から有効な回答が得られましたので、その一端を紹介します。
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右の円グラフは、１年生を対
象とした将来進学を希望するコ
ース名の回答結果です。第 1
希望としては、動物・昆虫学コ
ースが圧倒的に多く約56%を占
めています。第 2 希望を見ると
植物・園芸学コースが１／３以
上を占めています。個別の回
答を見ても第１希望を動物・昆
虫とし第２希望を植物・園芸と
したものが多かったことから、本
学科を志望する学生の半数以
上は生物分野を志望していることがわかります。この結果は、推薦入試などでおおよそ予想されていましたが、今回、
このような明瞭な数字が得られましたので、１年生は特に認識しておいてください。動物・昆虫学コースは４名の教員
で卒業研究を指導することになっています（平成２６年度に４人目の教員が着任する予定）。第１希望の数値を単純に
割り当てると教員１名当たり１７～１８名の学生を指導する計算になります。この数値は実験系の理系の学生数として
は極めて大きく、教育研究環境の面から現実的ではありません。これまで生地の卒研では、植物の研究室で昆虫を
研究したり、考古学の研究室で動物を研究した例がいくつもあります。さらに、平成２６年度からは恐竜・古生物学コー
スがスタートし、古生物学に関する卒研も可能です。生地の学生さんは 3 年生でなくても早い時期から学科の研究内
容について情報収集したり、進学の方向についてチューターや関連する教員に積極的に相談しましょう。
恒例の新入生一泊研修
今年は入学式前から新入生オリエンテーションが始まりましたが、連日行われるオリエンテーションの最後は一泊研
修です。新入生と編入学生は、4月 6 日（土）～7 日（日）の 1 泊 2 日で広島県のツネイシしまなみビレッジ（旧：みろく
の里）で一泊研修を行ないました。この研修は新入生としてのスタートを順調に切ることと、学生同士やチューターとの
親睦をはかることを目的として毎年実施しています。本学科の一泊研修は、生地研スタッフ学生が企画し、進行すると
いう他学科にはない独自の方法で実施しています。研修では地域別自己紹介や講義についての案内、時間割作成、
岡山紹介、クイズラリーなどが体育館や屋外を使って実施されました。特に時間割作成はこの行事の最大のメインイ
ベントです。大学生活の初年次 1年間を左右するもので、夜遅くまで真剣に取り組みました。
出身地別自己紹介（九州編） 夜遅くまで時間割作成作業 グループでクイズラリーに挑む
恐竜・古生物学コースの設置に伴う入学定員 20 名増認可
平成25年 3月に文部科学省に申請した”平成26年度からの収容定員の増加に係る学則の変更”が 6月に認可さ
れ、恐竜・古生物学コースの設置に伴う生物地球学科の入学定員が 20 名増加されることになりました。これにより、平
成 26 年度からは 120 名になります（実際の入学生数はこれより少し多くなる予定です）。
学科の学生数が増え、学習環境に変化が生じることが予想されます。学科としては特に受講生が多い専門基礎の
科目や初年次の必修科目については、開講数を増やしたり、クラス制を導入するなど、学習環境が悪化しないような
対策を講じていきます。
なお、本定員増は恐竜・古生物学コースの設置によるものですが、これは学科の入学定員全体を増やすものであり、
恐竜・古生物学コースの定員を 20 名とするものではありません。
新コースの教員採用計画もまとまり、来年度は 1名の専任教員が配属される予定です。また、地球・気象学コースの
西戸教授が恐竜・古生物学コースを併任されることとなりました。
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平成 24 年度生地卒業生の就職状況
右の表は、この春生地を卒業した５２名の進路状況です。
今年の傾向としては、例年になく最終的に進路が決まらな
かった学生が多かったことです。就職活動が厳しくなったり、
企業の採用控えなども叫ばれますが、卒業生の雰囲気とし
て就活への熱意が感じられないという意見もゼミ教員から聞
かれました。就活は、高い意識をもちながら早めの対策や情
報収集を行うことが必要です。これを実行している学生さん
は、進路を決定して卒業していきます。
その他の傾向としては、大学院進学が多いことです。本学
大学院進学者は 6名です。残る 3 名は、岡山大学、高知大
学、九州大学の大学院へ進学しました。
今年度の生地の研究内容に直接関連した専門的な就職先としては、プラネタリウムを有する”岡山青年館”、地質コ
ンサルタントの”（株）ジオコミュニケーションズ”、生態学の学びを生かせる”岡山県森林組合連合会”がありました。
岡山天文博物館「恐竜展」を共催
平成 25年 7月 20日（土）～9月 8日（日）の期間、岡山県浅口市の岡山天文博物館で「恐竜展 －巨大隕石による
恐竜の絶滅・鳥への進化－」が岡山理科大学の共催で開催されました。このイベントでは、恐竜・古生物の化石の実
物やレプリカ・隕石が展示され、実際に触ったり、顕微鏡で観察できるなどの工夫が施されました。このイベントの準備
には、岡山理科大学の博物館学芸員課程で学ぶ本学科の学生が参加しました。また、貴重な隕石資料は、本学科
の西戸教授の所有物が展示されました。
岡山天文博物館ホームページ http://ww1.city.asakuchi.okayama.jp/museum/index.html
恐竜展の展示に参加した学生と福田先生 恐竜化石の展示 多数の隕石資料の展示
生地研の瓢箪によるグリーンカーテン研究に奨励賞
２０１２年に生地研（生物地球研究会）が取り組んだ瓢箪によるグ
リーンカーテンの効果についての研究成果（庭先から Ecology ～
グリーンカーテン～）が、平成２５年６月７日に、さいたま市で開催
された「平成 25 年度第 38 回全日本愛瓢会総会・展示会 彩の国
さいたま市大会」で発表されました。この大会には生地研の研究
グループ（生物地球研究会チーム瓢）を代表して生物地球システ
ム学科４年の和田真平さん、増田理沙さん、小原悠雲さんの３名
が参加し、研究成果をまとめたポスターと収穫した瓢箪を展示して
プレゼンテーションしました。この研究成果に対し、全日本愛瓢会
から、”奨励賞”が授与されました。また、この大会には全日本愛
瓢会名誉総裁の秋篠宮殿下が参加され、懇親会ではこの研究に
対して大変興味を持たれ、多くの質問やご意見を頂くことができま
した。以下は増田さんの受賞の感想です。
愛瓢会の全国大会で秋篠宮様とお話した時には 1人ずつ自己紹介し、それぞれに挨拶していただきました。瓢箪とゴーヤを使用した
グリーンカーテン効果を比較したポスター内容についての感想や、今後のグリーンカーテンに使用する瓢箪の種類について一緒に考え
てくれました。秋篠宮様は私達の作品を含めて全ての作品をしっかりと見られているようで、一人一人の作品について感想を述べられ
ていて素晴らしいなと思いましたし、ちゃんと見てもらえてとても嬉しかったです。
進路 人数
企業・団体 20
公務員 2
教員 2
大学院進学 9
研究生・専門学校等 3
公務員再受験 3
未定 13
合計 52
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地域誌研究の成果を学会発表、奨励賞受賞
平成２５年６月２０日～２１日に茨城県つくば市の産業技術総合研究所で開催された Geoinforum-2013（日本情報地
質学会）において、生物地球システム学科 3年生里田守さんが「花崗岩のモード測定の省力化－万成花崗岩を例と
して－」を口頭発表し、この発表に対して日本情報地質学会より奨励賞が授与されました。この研究は、 2 年次の実習
科目”地球科学実験Ⅰ（生地学科：天文地学実習）”で行われる、「花崗岩のモード測定」の経験をもとにしたものです。
以下は里田さんの感想です。
この研究は、万成花崗岩のモード測定を省力化することが目的でしたが、プログラミングに関しては大学の講義で学ん
だごく基礎的な知識しかなかったため、なかなか思い通りにプログラミングができず大変苦戦しました。また、モード測
定に関しても実習講義で一度しか体験したことがなく、研究で必要となる知識や経験はほとんどない状態でのスタートで
あったため、手探りで徐々に理解しながら研究を進めました。このように知識や経験が乏しいなかで苦労して進めた研究
を学会で発表させて頂いたうえ、奨励賞まで頂くことができ感謝の気持ちでいっぱいです。しかし、まだまだ課題は残っ
ているので今回の受賞に慢心せず、今後もしっかり研究に力を注いでいきたいです。また、これからの研究に生かしてい
けるように幅広い知識や経験を身につけていきたいです。
岡山理科大学附属高校 SSH ・課題研究が始まる
岡山理科大学と同一敷地内にある岡山理科大学附属高等学校は、平成24年度に文科省よりSSH（スーパーサイエ
ンスハイスクール）の指定校に認定されました。SSH では先進的な理数教育を推進すべく、地域の大学との連携を重
視しており、岡山理科大学とは SSH に関連した様々な連携がすすめられています。特に、今年度からスタートした”課
題研究”は、高校生グループが大学の研究室で各種の課題解決に向けた研究を実施する新しい取り組みです。生物
地球学科からは生物分野の課題研究として「半田山周辺におけるキマダラカメムシの生息調査」が中村圭司准教授
（昆虫生理生態学）の研究室で始まりました。この研究では温暖化北上種として知られているキマダラカメムシの大学
周辺での生態解明を試みるもので、昆虫と環境の関係を明らかにするのがね
らいです。もう一つ、地学分野の課題研究として「龍ノ口山にみる白亜紀の火
山活動」が能美洋介教授（地形地質学）の研究室で取り組まれています。理科
大から旭川をはさんだ向かい側にある龍ノ口山の地層から白亜紀の火山活動
の痕跡を探ろうというものです。2 つの課題研究は、身近な自然を題材にして
おり、フィールドワークが実施されます。高校生の指導にそれぞれのゼミ生も活
躍しています。それぞれの課題研究は 2年間実施される予定ですが、来年度
はさらに拡大されそうです。今後の発展が期待される事業です。
研究室で高校生を指導する中村先生
野外調査法実習Ⅱスタート
生物地球学科 2年次の実
習科目「野外調査法実習Ⅱ」
が 4 月から始まりました。この
実習は通年集中の 2単位科
目です。選択科目ですが、生
物地球システム学科の野外
調査法（再）と合わせて 114 名が履修登録しており、フィールワークへの興味の
高さが伺えます。実習期間を 4月～6月期、7月～10 月期、11 月～1月期の 3
期間に分け、それぞれの期間内に 5～７つの実習テーマが用意されています。
個々の実習は15コマ分づつの時間実施され、受講生は異なる期間から 2つの
実習を選択します。1年次の「野外調査法実習Ⅰ」では一つのテーマが 10 コマ
分の時間を使ったので、これに比べると実習時間に余裕があり、宿泊をともなっ
たり、少し遠出するテーマもあります。既に4～6月期の実習を終え、現在は７～
10 月期の実習期間に入っており、2 年生も活発なフィールドワークが展開され
ています。 広島県庄原市帝釈峡での「植生調査」
実習期間 実習テーマ
４～６月期 植生調査 脊椎動物
[魚類]
考古遺物 水文 惑星
７～１０月期 植物分類と
植物相
園芸 魚類 考古遺跡 考古遺物 気象 恒星
１１～１月期 コケの生態 昆虫 地理 地質 太陽
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第 2回野外調査安全講習会の開催
平成 25年 6月 7日（金）午後 1:15 より、25 号館 8階理大ホールで生物地球学科主催の第 2回野外調査安全講習
会（共催：岡山理科大学危機管理室）が開催されました。今回は、前半と後半の 2 部構成で実施され、前半の最初は、
地球・気象学コースの西戸教授による「野外調査と安全の確保」の講演が行われました。地球・気象コースのフィール
ドワークでは高山をはじめ、さまざまな場所に出かけることがあり、安全装備や事故事例などの実践的な話が展開され
ました。続いて、加計学園医用科学教育センターの竹本和憲先生による「AED
の実際の使用にあたって」の講演が行われ、使用法の詳細と使用にあたっての
注意がわかりやすく説明されました。後半は、岡山市消防局救急救命士の皆さ
んによる「野外調査での救命救急の心構えと対処法」で、AED を使用する前段
階の倒れている人への対処方法と、AED使用についての講演と、これに引き続
いて舞台の上で学生さんたちにもダミー人形を使った「救命救急法の実技」が
行われました。大きな声での呼びかけや、周りの人たちへの指示の与え方など、
分かりやすく、楽しく学ぶことができました。
宮本准教授（地理学）ヒマラヤ調査を実施
地理学の宮本真二准教授は、人間の定住要因を解明する目的で「ア
ジア・モンスーン地域における土地開発の歴史的変容とその要因解明」
を研究しており、今年度は8月 17日から 25日までの間、ヒマラヤ山脈北
側のチベット地域でフィールドワークを行ないました。今回の調査では、
地域ごとの土地開発過程を復原し、土地選択要因を把握するため、寺
院建立年代の調査と、埋没腐植土層の調査を行ないました。今回は標
高 5,200m のところまでの調査で大変涼しかったとのことです。猛暑だっ
たこの夏の日本からみると羨ましいフィールドですね。
チベット自治区、ヤムドク湖と湖成段丘下の村落
生物学野外調査特論は北海道でフィールドワーク
生物地球システム学科 3年次の実習科目「生物学野外調査特論」の中
村准教授（昆虫生理生態学）のグループは、8月16～24日に北海道北見
市で野外実習を行いました。フェリーで北海道へ移動、遠軽町にある丸
瀬布昆虫生態館を見学した後、サロマ湖周辺の昆虫相調査を実施しまし
た。今年のターゲットはタマムシと水辺の甲虫類。タマムシは海岸のカシ
ワ林で、通常より長い捕虫網を使用して採集しました。水辺組は海岸沿い
に広がる湿地でトラップを仕掛け、手網でも採集しました。自由時間には
サロマ湖でカヌーを体験し、バーベキューで北海道の味も満喫したそうで
す。
生地研便り
今年度前期の生地研活動は、例年通り、新入生一泊研修の企画と準備と
実行、新入生歓迎登山で幕を空けました。新入生歓迎登山は、昨年に引き
続いて岡山市の里山”操山（標高 169m）”ですが、ここは里山の自然と古
墳などの遺跡が観察できる生地らしいフィールドです。今年は参加者が
100 名を超え、かなり大規模なイベントになりました。6 月には、新任の
佐藤先生の案内で、新見市の石灰岩地帯にある満奇洞の観察会を行ないま
した。学内の活動としては瓢箪のグリーンカーテンの効果の検証を大橋先
生・星野先生・情報科学科の大西先生・そして瓢箪愛好会の岡本さんの指
導のもと実施しています。夏休み中に武山先生の引率で前島研修を行ない、
海の生物の観察やバーベキューなどをしました。（会長：3年生久木田）
湿地で昆虫捕獲用トラップ設置
新入生歓迎登山（操山）集合写真
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解説ノート 就職活動時期が見直し（後ろ倒し）に
新卒大学生の就職活動時期は、経団連の取り決めにより、現在は”大学 3 年の 12 月に各企業は広報を開始し、4
年の 4 月から選考を開始する”ことになっています。しかし、学生の就活にともなって講義が受けられなくなるなどの弊
害が指摘され、現在の 2年生からは、”大学 3年の 3月に広報を開始し、4年の 8月から選考開始”と後ろ倒しに変更
されることになりました。
新しい就活スケジュールは生物地球学科の学生さんからの適用になりますが、就活時期が遅くなる分のんびりできる
というわけではありません。3 年後期の定期試験の終わりまで広報時期が伸びただけで、3 年次の春休みが企業の採
用情報収集に費やされることに変わりはありません。また、選考時期が 8月からになったことで一番影響が心配される
のは卒業研究やゼミ活動です。4年次4月からのゼミ配属後、研究に関するモチベーションが上がってきたところで就
活本番を迎えます。つまり、卒業研究が一番忙しくなる時期に就職活動が展開されるということになります。また、選考
時期が遅くなることで、短期集中的に企業は採用を決めていくことになり、学生にとっては企業選択の幅を狭めること
になります。したがって、就活に関してはこれまで以上に早い時期からの情報収集と分析（企業と自己の両方）が重要
です。特に情報収集に関連して付け加えると、企業にとっても採用活動期間が短くなることから、インターンシップ制
度などを利用して学生の適性を見るなどの動きも始まっているようですので、インターンシップについての情報も気に
しておく必要があります。本学のキャリアセンターでは 1 年次からガイダンスやスキルアップの行事を開催しています。
インターンシップについての情報もあります。これらをうまく利用して、変化する就活を乗り切ってほしいと思います。
■□ 生物地球学科の H25 年度運営体制 □■
平成 25 年度の学科の運営体制は以下のようになっております。相談等がございましたら各役員・チューターにお問
い合わせください。
役職・委員 教員名 連絡先 役職・委員 教員名 連絡先
学部長 星野卓二 9649 2 年チューター（GA） 亀田修一 9621
学科長 能美洋介 9605 2 年チューター（GA） 宮本真二 9549
1 年チューター（GA） 富岡直人 9715 2 年チューター（GB） 西戸裕嗣 9406
1 年チューター（GA） 武山智博 9764 2 年チューター（GB） 白石 純 9655
1 年チューター（GB） 加藤賢一 9514 3 年チューター（GA） 中村圭司 9609
1 年チューター（GB） 中島経夫 9636 3 年チューター（GB） 大橋唯太 9745
留学生チューター 矢野興一 9612 就職委員 西村敬一 9644
連絡先の番号は、086-256-に続く 4 ケタの番号です。(新)は平成 25 年度採用の教員、原稿作成時点で番号未確定。
■□ H25 年度後期のおもなスケジュール □■
月・日 行事等 月・日 行事等
９月１２日（木） 後期オリエンテーション 12 月 14 日（土） 月曜代講日
９月１３日（金） 後期講義開始 12 月 21 日（土） 岡山学研究会シンポジウム
９月１４日（土） 教育進路懇談会（本学会場） 12 月 24 日（火）～1月 5日（日） 冬季休業
９月１６日（月） 敬老の日・通常講義日 1月 21 日（火）～2月 7日（金） 後期定期試験
９月 25 日（水）・ 26 日（木） 履修訂正 2月 11 日（火・祝） 修論発表会
10月30日（水）・31日（木） 履修取消 2月 11 日（火）～3月 31 日（月）
学年末休業
H26 在学生オリ：4 月 8 日（火）
11 月２0 日～24 日（日） 大学祭（本番 22 ・ 23 日） 2 月 15 日（土） 卒研発表会
１１月 30 日（土） 卒研中間発表会 3月 20 日（木） 学位授与式
■□ H25 年度生物地球学科新任教員 □■
佐藤丈晴 准教授（自然災害学・防災気象学）・武山智博 准教授（魚類生態学）・矢野興一 助教（植物系統分類学）、以上 3名
岡山理科大学生物地球学科・生物地球システム学科 生地 NL編集（学科長：能美洋介）
〒700-0005 岡山市北区理大町１－１ 086-256-9605 y_noumi@big.ous.ac.jp
